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　さきに著者の一人，櫻井5）は長距離歩行者及

び二三工場労務者について，精密に尿DODaggio

反応（以下D反応）を実施し，その結果D反応

値（以下D値）が疲労より，むしろ筋作業滅度

に略ヒ李行ずるととを見出した．吾々は更に多

素

数例について上記の所見を確かめるため，国鉄

從業員931名の作業時におけるD値を多くの職

種について測定し，櫻井の結論を追証するとと

が出來た．とこにその成績を報告する．

、

霊験方法並びに成績

　被検者は国鉄に従業する男子職員で，金沢駅，松任

工場，金沢機関区，金沢車掌区，金沢保線区及び倶利

伽羅工事区に勤務する者の中から選んだ．実験期日は

昭和28年7，目10日から8月13日まての約1ケ月間であ

る．D値測定にはD反応標準法の敗良法3）を用いた．

　1）金沢駅，機関区及び保線区

　選んだ職種は，金沢駅の事務職員（庶務掛，

出札掛等のように椅坐位で事務系統の仕事をす

るもので，筋肉労作はしない．本研究において

は，事務職員の卒均D値を以て標準の安灘D値

とした．），信号掛，車号掛（列車の組威準備に

從事し，そのため殆んど1日中駅構内を歩き続

ける。相当張い下肢筋労作である。），連結手

（車輔の解結に從事し，三号掛同様駅構内を歩

き或いは走る下肢筋労作を行う他，座商作業に

際しては相当強V・上肢の筋労作を行う・），機関

区の炭水手（汽関車の燃料及び刑水の露出及び

焚潭の排除に門下．），幌内手（汽関車の清掃整

備に心事．），保線区の線路工手である．V・すれ

も日勤者（通常の書悶勤務者）で，蓄尿方法と

しては，午前エ0時から正午までの2時聞の尿を

探取するようにした．威績は纂1表に示す．表

第 1　　表
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1：l1

3・・2 P
1：1剖

3．73
P

4・3奄R・73｛

中信頼限界は5％の危険率で求めた即ち信頼

度95％の母不均D値の存掴1幽である．似下

本論丈において示すD値の信頼限界はすべて5
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％の危二項で求めた．D値の分布型は正規分布

型ではないが，著者等が本研究で論ずるのは雫

均値の問題であるから推計には正規分布型の公

式を用v・た．）

　安静と思われる事務職員に比し，信号掛以外

はすべて高値であり（Pく0．05）．連結手及び線

路工手は他職種に比し更に高値である（P＜0・

05）．（以下本研究における推計は5％の危瞼率

で行った．），労働の激しさ即ち筋作業の彊さ

は，著者等の観察によれば，潜熱手吸び線路工

夫が最も大きかった．

　2）松任工場

　作業を筋労作の大小により軽筋作業，中等度

筋作業及び重筋作業の3種に分類した．分類に

は「エネルギー代謝率より見た作業強度分類」1）

を参考にし，著者等自身が作業歌況を観察して

決めた．職名や職場名が異なっていても筋労作

の性質が等しいものは一括して一種類の作業と

考えて取扱つた．成績は第2表，第3表及び第

4表に示す．D値測定に供した尿は午前10時か

第4表　二筋作業者のD値
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　　　　第2表軽筋作業者のD値
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　　　第3表　中等度筋作業者のD値
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1容野党下廻し＿一一＿一．．．．一一＿
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ら正午までの2時四二で，被検者はいすれも日

勤者である．

　軽筋作業者の雫均D値：は3点台であり，いす

れも安静値（事務職員のD値：）と殆んど等しV・

値であり，各々の聞に有意の差を認め都へ旋

盤工の如きは，作業の大恥が立位であるが，D

値は事務職員や研磨工，工機工等の坐業と等し

V・値である．

　中等度筋作業者では，鍛治，客貨車上廻及び

客貨車下廻を除いて『エ均D値は4点台で，殆ん

ど等値である．4点台の職種に比較して，鍛治

職場の雫均D値は低く，客貨車下廻職場の卒均

D値は高い値であるが，客貨車上廻職場のr三三

D値は4点台の職場との間に有意の差を持たな
v・．

　重筋作業者では卒均D値は更に高く5点台で

あり，中等度筋作業者の客貨車下廻を除く他の

職種のD値との間に有意の差を認める．

　3）乗務員
　被検職種は機関士，機関助士，車掌及び荷扱

手（族客列車乗務の荷扱手で，各停車駅におい

て短い停車百聞中に積荷を下し叉積む仕事に工

事する．被検乗務員のうち筋労作は最：も大き

い・）である。被検者はいすれも金沢駅で勤務

を絡り，下車帰宅する者である．採尿方法は，

金沢二二前2時間の所で排尿し，以後金沢駅で

勤務を絡るまでの約2時間の尿を探即するよう

にした．域績は第5表に示す．各職種共，Aは

午前中に金沢へ着》・たものであり，Bは午後に

金沢へ着いたものである．

　各職種共AB間に差を言19めなV・．機関士と

機関助士の『二均D値は等しかった．荷扱手のD

値は他職種：のD値より高値である．車掌のD値
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第 5 表

機関士（

機熟達（倉
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　　　　Ai57
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3．4

5・6 P7・0

5・817・3

不偏
分散

3．34．82

3．7：3．96

3．66．07

2．812．27

4．221．70

4．319．04
　1

は他職種より低値で，安静値とよく一致した値

である．

　4）倶利伽羅工事区

　トンネルの掘馨工事を行っている所である．

職員，監督，運搬工（坑内より暑石，土砂等を

坑外の一定の場所まで蓮心する），外廻土工（坑

外へ蓮搬されてきた岩石，土砂等を遍円理処分す

る），坑内夫（坑内で馨岩工事に轡型する）を被

検者として選んだ。成績を第6表に示す．表中

　　　　　　　第　　6　　表

均D値は殆んど6点台であるが，線路工手や荷

扱手，重筋作業者のD値との差は有意であると

はv・えなv・．

　5）熱環境と厩熱環境の比較

　松任工場鋳造工が非熱作業である型作り作業

に從蔑した際のD値を測定し，篤造作業の際の

D値と比較した．筋作業の大きさは両者に殆ん

ど差がないものと考えた。紅海は第7表に示

す．両者のD値には差は認めがたい．

「冨　飛騰

幅員濫督7
瞬　搬　工　6
i土　　　　　工　　4

坑　　内　　夫

i（懸け1

1一一一　一一　一一一一

李均

D値

3．6

6．7

6．7

6．1

6．7

5．9

信頼限界

8．7≧111≧3，5

8．3　　　5．1

7．7　　　4．1

不偏i
分散i

＿＿一＿＿1

1．31i

　　l
5．02

4．251

10．35i

6．37｛

6・781

坑内夫「一の方」，「二の方」及び「三の方」と

は作業時間による分類で，各々の作業虫聞は次

の通りである．

　　「一の方」　　7時45分一16時30分

　　「二の方」　　16時　　一〇時45分

　　「三の方」　　0時　　一8時45分

坑内夫以外は日勤者である．

　監督のD値は松任工場軽筋作業者や事務職員

のD値と殆んど等しく，：有意の差を認めない。

監督以外の職種：はいすれも非常に高いD値で雫

　　　　　　第　　7　表

作　業叢信灘界雰簸
　　　　　　　　　　　ロ　コ　　　　　　　れ　ア　　　　　　　　　　マ　コ　　　　　ト

蟹作字ll：lil：1≧喫：1螺｝
　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　　　I　　　　　　l

被検者は22名で，同一・人が両三の作業に従事した．

　6）筋作業時と筋作業前の比較

　倶利伽羅工事区坑内夫につき，作業時のD値

と作業前のD値とを比較した．測定に供した尿

は作業直前2時闇の尿と，作業絡了前2時間の

尿である。成績は第8表に示す．三者共作業時

第 8 表

寺台（惣鑛

「瑚」（瑠簸

「三の方」（糊簸

作業前

3．6

5．47

4．9

3．40

5．9

4．07

作丁丁

6．1

10．35

6．7

6．37

5．9

6．78

被検
人員

8

11

10

D値と作業前D値の聞に有意の差があるとは推

計出歪なかった．作臨時のD値は三者共殆んど

等値で三者の問に有意の差を認めなかったが，

作業前のD値では「一の方」＜「三の方」の差が

有意であった．叉「二の方」及び「三の方」の作

業前のD値は軽筋作業者や中等度筋作業者のD

値より高く，その差は有意であった．
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考

　著：者等が安富値と見倣した金沢駅事務職員の

D値は，櫻井4）が受講中の学生1100名について

測定した値，3．4点（危瞼率5％の信頼限界

3．6≧m≧3．1）とよく一致している．受講坤の

学生が椅坐位であるに反して，事務職員は職務

上，立ち，歩き或V・はまれに走るヒとがある．

或いはまた物品の持運び等をすることがある．

しかしとの程度の身休の動きにおけるD反応陽

性物質排泄：歌態は：，乱坐安静体位にお・けるそれ

とは変りがないものと考えられる．筋労作をし

なV、：普通の日常生活における成年：男子のD値が

とのOrderにあるということがいえよう．

　各成績を山回D値の大きさの順に並べると，

これは筋作業の張さの順と一致する，職業的筋

労作の際の尿D値の高さが作業強度の大きくな

るに從って高くなるヒとを知り得る．

　松任工場二筋作業者や車掌，但利伽羅工事区

監督等のD値が低く，いすれも安静価と殆んど

等値で，その聞に有意の差を示さない．～これは

筋作業の強さが一定度以上にならなければD値

が高くならないことを示している．下川等2）の

自転車エルゴメーター」を川いての筋労作実験

においても，作業強度が或る程度以下ではD値

の高まりは見られない．

　1日の大庇が立位作業である旋盤工や，長時

間汽車に乗っている車掌が安灘D値と等しいD

値を示すのは，立位や乗車がD値に影響を及ぼ

す程強い筋労作ではないように見える．しかし

ヒれには職業的なP濡れ」即ち労働条件への適

応というヒとも考えられる．下川等2）の研究に

おや・ても，同一人が同一作業量の筋労作を繰返

すと，D値が日数の経過に二って漸次低下し，

筋労作の「誤れ」が労作時のD値を低めること

が見られた．

　松任工・場鋳造工が鋳造作業に從事した場合と

型作り作業に從事した場合のD値を比較した成

績から，～二の程度の熱環境がD値を高めないと

V・うヒニとを矢ロつた．

按

　倶利伽羅工事区坑内夫の作業前及び作業時の

D値の醐に差を認めす，「二の方」及び「三の

方」の作業前のD値が安灘D値や中等度筋作業

者等のD値より高いことは，櫻井5）の研究にお’

けるように，二筋作業者のD値が作業時，安静

時を通じて高まってV・ることを考えさせる．し

かし「一の方」の作業前D値が安静D値との聞

に有意の差をもつて高値であるというごとを推

計出來ないから，この事は簡輩に断定出山な

い．作業前の早均D値が「一の方」〈「二の方」

＜「三の方」の順であり，「一の方」＜「三の方」

の差が有意で，又「一の方」の作業時間が日勤

者と同じく「三の方」の作業時闇が0時から8

時45分であるとV・うことを考え合わせると，時

隅的の労働条件，從って時間的の生活条件の変

化が作業前D値に影響を及ぼしたというヒとを

考え得るからである．（「一の方」，「二の：方」等

の交替は1週聞毎に行われる・）二って重筋作

業者において安静D値自体が高まっているかど

うかとV・うことにつV・て，今回は明快な解決を

察守られなカ〉つた．

　各成績より，『鼠均D値の高いもの程，即ち筋

労作の大きいもの程D値の分散が大きいことが

制る．これは，同一職種でも筋労作を非常に激

しくする者と余りしない者とが混在している結

果ということも考えられるが，著者等はむしろ

佃人差と考えたい．吾々は櫻井4）の研究により

安静D値において個人差が相当大きいことを知

っているが，筋労作によるD値の高まり方にも

同様大きな個人差が存在するものと考える．同

一筋労作でも，これに件うStressが個人によ

り異なり，その個人差の大きいStressがD反

応陽性物質の排泄を促進するのではなかろう

か．

　疲：労との関係については，「疲：労」そのもの

の本態が判然としていないがら遽に断定二二な

いし，著者等の得た成績からはD値と疲労の関

係について論ずるのは困難である．
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総

　国鉄從業員中，数種の職種を選びその作業の

際のD値を測定し，若干の考察を加えた．

　職業的筋作業の際のD値につき，著者等は次

のように結論する。

　1）筋作業時のD値には大きな個人差があり，

筋作業が強くなる程甚だしい．

　2）D値の高さは筋作業の強さに並行する．

職業を筋作業の弧さにより軽筋作業，中等度筋

作業及び重筋作業に分ければ，D値は夫々3点

台，4点台及び5点台である．

　3）筋作業の大きさが一定度以上にならなけ

れば安静D値（職；業的筋労作をしない者の普通

のH常生活におけるD値）より高いD値を示さ

ぬ．

括

　4）鋳造作業における程度の熱環境はD値を

高めなかった．

　終始御指導を賜った斎藤敢授に深謝します．本研究

には金沢鉄道管理局長，松任工拐長，倶利伽羅工事区

長の御理解ある援助があった，研究の円滑な進捗のた

めに，国鉄金沢病院長野院長，金沢鉄道管理局村本厚

生課長，同厚生課叉野副参事が種々御盤ヵ下ざった．

金沢駅におけろ測定には，金沢駅長，金沢機関区長，

金沢唯掌区長，金沢保線区長の御援助があり，金沢駅

東田鷹務掛，車掌区高木庶務掛，機関区飯田事務掛，

保線区村田事務掛から終始御協力を得た．松任工場で

は国鉄松任診療所飯田所長，木越保健係長，否井保健

係3倶利伽羅i工事区では申原作業掛から腫・々便宜を計

って頂いた，各位に感謝します．研究に御協力下ざっ

た国鉄従業員諸氏に謝意を表します．
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